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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　弊社はアネロイド型圧力計を製造し、50年以上が経ちました。

日本は資源に乏しい環境にありますが、その少ない資源を有効に活用し、

今後もより良い製品を世の中に提供致します。

　 ＜経営理念＞

誠意・熱意・創意を心掛ける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質改善・品質向上・生産性向上に努める

礼節を重んじ信頼を保つ
共存・共栄を築く

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．電力燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

２ ．廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

３ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

４ ．工場全体の３Ｓ（整理・整頓・清掃）推進

５ ．環境に配慮した生産活動

環境経営方針

　私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯渇への対応が人
類共通の重要課題との認識にたち、圧力計製品の設計・製造・販売等の事業活動における環境
負荷の低減を図るために、全社一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組みま
す。
　また、環境関連法規制や当社が約束したことを順守し、環境マネジメントシステムの確立と
継続的改善します。この環境方針は全ての全社員に周知徹底します。

改定日： 2021年5月30日

代表取締役社長 冨田　将之

制定日： 2018年1月10日
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

淀川計器製作所
代表取締役社長　冨田　将之

（２） 所在地
本社・工場

〒566-0073　大阪府摂津市鳥飼和道2-9-4

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 冨田　将之
担当者 松浦　薫

（４） 事業内容
圧力計及び圧力スイッチの設計、製造、販売
主要製品：グリセリン封入圧力計

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 月 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 淀川計器製作所
対象事業所： 本社・工場
対象外： 該当なし

活動： 圧力計及び圧力スイッチの設計、製造、販売

□事業や製品（商品）の紹介

当社の製品は、環境に配慮した材料の仕様となっており、カドミレス・ナマリレス化を
図って製造しております。

125
合計

19 19
464.67 464.67

12 31
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2017年4月11日

社長 冨田将之

環境管理 責任者

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

環境委員会

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

事務部 営業部 製造部
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※二酸化炭素総排出量には、灯油及びLPG使用分を含みます。

□環境経営目標及びその実績

〇

トップへ

〇

-
〇

〇

〇

工場全体の3Ｓ運動の推進 ○

・不良率低減

・廃棄率削減（加工品の失敗）

※2019年度より基準年度を2018年に変更し基準年度のマイナス0.5％を目標値とする

　

基準値 2023年2022年2021年

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 26,001 25,911 13,389

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 87.4 74.6 19.8

　産業廃棄物排出量 35.1 35.1 26.4

総排水量 532 548 480

0.496

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2 46,236 45,542 8,882

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

評
価

基準年度比 2018年 98.5% 19.2% 98.0% 97.5%

44,636 44,414

97.5%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 49,770 49,035 9,690 48,117 47,877

基準年度比 2018年 98.5% 34% 98.0%

自動車燃料による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,354.9 2,320 809 2,308 2,296

87.2

一般廃棄物の削減

kg 180 88 19.8 87.6

基準年度比 2018年 98.5% 11% 98.0% 97.5%
産業廃棄物の削減 kg 40.5 39.9 26.4 39.7 39.5

基準年度比 2018年 98.5% 65% 98.0% 97.5%
水道水の削減 ㎥ 569 560 480.0 557.7

基準年度比 2018年 98.5% 84% 98.0% 97.5%

554.9

基準年度比 2018年
環境に配慮した生産活動

点 75 89 94 90 91

様式

リンクしています。

ない項目は行を非表示し

てください。また、環境経

営計画書で追加した項
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

目標達成手段として、以下の事も行っている。

・事務所の一部の蛍光灯を抜いている
・冬場の給湯はポットで沸かさず、ストーブを利用している
・節電ポスターを電気スイッチ部分等に貼り付けている。

2018年

2021年

取組紹介欄

　

2018年

2021年

○
・生産工程の待機時間短縮 ○
・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 エアコンを冷暖房時共に、扇風機との併用することで温度設定を
変化させたことで、達成に繋がった。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月
3,124 6,172 6,045 2,696 2,297 2,7013,959 4,091 3,696 2,823 2,053 2,220
1,927 2,866 1,483 1,673 1,464 1,3241,286 1,573 1,180 1,308 979 844

プロパンガスによる二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 温め時間によって使用濃度が変化する為、おおよその時間を計っ
て適正温度に温めている。・グリセリン温め時の温度の適正化 〇

・作業工程の中で使用しているのは一部の為、目標達成手
段のグリセリンの温度の適正化に対しての取組み以外に
特になし。

1月 2月 3月 4月 5月

48.3 51.3 60.0 59.6 46.3 43.1 44.2

12月
50.0 74.0 69.0 31.5 40.6 51.3 40.0 42.5 28.8

6月 7月 8月 9月 10月 11月

41.0 35.3 35.7 52.6 56.5
39.2 46.0 54.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

電力（kWh） 2018年 ■2020年

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

プロパンガス（㎥） 2016年 ■2020

－7－



自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

・車内の冷暖房を控えめにする

2018年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

・コピー用紙及びFAXの裏紙をメモ等に使用
・不要ダンボールを敷板等に再利用

2018年

2021年

1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇 宅配の集荷営業所が変わったことから発送の本数を減らした。
・アイドリングストップ 〇
・燃費向上運転の実施 〇

12月6月
31.2 45.5 64.7 87.2 30.8

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月 8月 9月 10月 11月
31.9 33.7 33.6

33.7 29.7 27.0 32.6 33.4 0.0 31.6 32.1 29.5 31.8 33.5 33.5
31.9 87.8 73.7 33.5

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇 部品の空き箱等の再利用を徹底している。
・分別の徹底 〇
・帳票見直しによる印刷物の削減 〇
・梱包材の再利用 〇

1.8 1.8 1.3 1.5 1.3 1.3 1.3 1.4

12月
6.4 6.7 6.7 5.5 4.2 23 7.7 5 18.5

6月 7月 8月 9月 10月 11月

1 1.1 1.1 4.9
7.8 7.1 30.2

0.0

50.0

100.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

ガソリン（L) 2018年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄
・部品が入ってくる発砲スチロールを窓に断熱材として使用し
ており、産廃ゴミ削減へと繋がると共に空調の節電にも
繋がる。

今期
2021年

水道水の削減

取組紹介欄

・社外で使用のホースは手元スイッチで入切出来るタイプを
　使用

・植木は雨水及びエアコンの室外機からの水をバケツに
　溜めて使用している。

2018年

2021年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇 不良部品についても可能な限りの再利用をすることでゴミの削減
へと繋がる・作業ミスによる廃棄量の削減 〇

・素材別ボックスの設置 〇

12月6月 7月 8月 9月 10月 11月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

3.6 2.9 4.6
2.3 2.5 2.0 2.2 2.1 2.3 1.9 2.1
2.2 2.7 2.8 2.6 1.5 7.1 3.2 1.6 6.1

2.2 2.0 2.2 2.6

11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

〇 トイレ水洗の故障時水が漏れていたが、素早い対応で問題なく目
標達成することが出来た。・節水シールの貼り付けとポスター掲示 〇

・節水弁取り付け 〇

0 93 0 97 0 1010 94 0 80 0 83
7月 8月 9月 10月

800 86 0 78 0 80 0 80 0 76 0

0

50

100

150

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

水道水（㎥） 2018年

0

2

4

6

8

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

〇〇産業廃棄物（kg）今期 2021年
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工場全体の3Ｓ運動の推進

○
・作業場所と通路の区分明確化 ○

環境に配慮した生産活動

達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・不良率低減 〇 不良品を修繕しがなら使用することで、不良率の低減や廃棄率低

減に繋がると共に、ゴミの削減にも繋がることから、今後の取組
みとして、出来る限り修繕しながら製作する。

・廃棄率削減（加工品の失敗） 〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 部品の明記等をきっちり表記したことで整理整頓されている。今

後も引き続き部品の明記を出来るだけ行うことで、整理整頓につ
なげる。

・整理・整頓・清掃のルール作り ○
・整理・整頓・清掃の評価 ○
・部品・仕掛品・製品・在庫の管理
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

テレビ、洗濯機等指定業者への引き渡し

社用車　指定業者への引き渡し

LPGボンベ、窒素ガスボンベ、酸素ガスボンベを転倒しないように設置

フロン排出抑制法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

高圧ガス保安法

点検実施、フロン類の適切な処理、回収・破壊の工程確認

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等、蛍光灯、電池）

淀川計器製作所建物内

社員全員

コロナの影響により未実施

顧客要求事項 品質管理　EA２１認証継続

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

・特になし

手順書の変更の必要性

－11－



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：
～目標・計画の達成状況～ 　

・ 産廃やガソリンの削減で目標達成出来ていない月が1/3程ありますが、1年全体を通して見ると達成率を

大きく上回っているので、とくに問題ないとする。次年度も引き続き継続する。

～組織を取り巻く経済環境～

　・前年に引き続き、コロナ禍において今後どのような影響があるのかも注視し、製品の製造及びエコアクションの取組みに

　　どのような影響があるのかを考察する必要がある。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

・ 今期は整理整頓を強化し、部品棚に部品名のPOPを貼り付けし、どの部品が
どこにあるか誰が見ても分かるようにすることで整理整頓を促した。

2022年4月12日
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